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W 杯サッカーフランス大会 1998における

インプレーとアウトオブプレーに関する研究

小林久幸
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1998年6月 10日から 7月12日の約 1か月間，フランスの 10都市で開催された第 16回

ワールドカップ(世界選手権大会， W杯)サッカーは国際サッカ一連盟 (FIFA)が主催する

4年に 1度の世界最高峰のサッカー競技会であり， 300万人の観衆と延べ370憶入のテレビ観

戦者という巨大なスポーツ大会であった。しかも今回は 20世紀最後の大会であり，本大会参

加国・地域も前田優勝国ブラジル，関龍国フランスの他に各大陸別連盟のヨーロッパ 14，南

米4，北中米・カリブ海3，アフリカ 5，アジア 3，さらにオセアニアとアジア第4代表によ

るプレーオフ 1の計32チーム(全64試合)と前田の 1994年 USA大会の 24チーム(全52

試合〉から 8チームの増 (12試合増)とをり，開催国フランスが初優勝しさらに日本の本大

会初参加という記念すべき大会となった。

大会 iま 4 チームずつの 8 グループ (A~狂)に分け，総当り 1 回戦のグループワーグ (6 月

10 B~6 丹 26 日) ，この上位 2 チームが決勝トーナメント (6 月 27 日 ~7 月 12 日) ~こ進

み，決勝トーナメントは 90分詞を経て同点の場合は①15分ハーフ (30分開)の延長戦をゴ

ールデンゴール方式 (J1)ーグのVゴール方式と同じ)で仔う，さらに同点の場合は②PK

戦と新たな方式が採用された。

フェアープレーを推進ト3)する圏際サッカ一連盟 (FIFA)では，①競技者の安全を守り，

スキルフルなプレーを保証する，②得点の機会を増やす，@実質的インプレ一時間を長くす

る4)，などを意図してルール改正および覚え書き等を逐次世界各加盟の国および地域協会に通

達しているが，その中でも試合時間の消耗・浪費5)いわゆる時開かせぎ1)6-泌を防ぐべく指導

していることは周知の通りである。悪費なファールの追放とロスタイムの発生を避けることは

当然のこととし，試合時間 90分の中でより密度の高いプレーを展開するために，実質の試合

時間，インプレ一時罵をより多く確保せねばならないことは言うまでもない。この試合時間の

浪費訪止の改善策として， FIFAでは 1995年6月の第2回女子W杯世界選手権スウェーデ

ン大会でマルチ示、ール方式13)泌を試行し，その後の国際大会でも見受けられ， 1996年には実

際のプレーイングタイムの増加を促進するための指示掛，さらに 1997年の競技規則改正では

プレーの再開を遅らせることは警告となる違長1仰のとして改善をはかり，さらに今大会から

レフェワングでは無用なトラブルを防ぐためにロスタイムの表示18)を導入しているむ



このように試合時間のうちインプレ一時時がいかに確保されているのか，そのためのアウト

オブプレーの出現とその処理などに関する先進の研究は，女子サッカーでは大学女子19}，国

際女子2044)，男子サッカーで辻全面高校25~27j，天皇杯、28)，W 杯29i30}，アジア大会24)，J 1) 

ーグ31)，W 杯アジア地区最終予選32)およびスペインリーグ33)などの報告がある。今酉は従来

の報告を踏まえ，競技規則改正の影響などこれら基礎的な資料を 1998年 W 杯フランス大会

決勝トーナメントおよび1994年 W 杯 U8A大会決勝トーナメントから得ょうとしたのでそ

の一部を報告する。

11 方法

1)対象試合;1998 年 W 杯サッカ一フランス大会決勝トーナメント (1998 年 6~7 月放

映)16例 (98WC)， 1994年 W 杯サッカ-USA大会決勝トーナメント (1994年 7月放映)

16例のうち 1回戦ブルガリア対メキシコを除く 15例 (94WC)の総計31例とした(表

1)。これらはいずれも NHK衛星第 1で放映されたものである。

2)データ収集;①試合を VTR録麗し，再生した画面にフレームカウンタ FC-60Sを向調

させ，時需に換算してインプレー及びアウトオブプレーの出現要国〈種類〉及び、時間を計調し

た。なお，収録された VTRのうち 1試合を 90分間として綻ーするために延長及びロスタイ

ムを除いた34jc

②インプレーおよびアウトオブプレーの包分は， International Football Association Board 

(冨緊サッカー評議会〉制定の ILAW8 OF THE G品 iE(サッカー競技規則)Jの 1997年版

および1998年版などの第9条インプレーおよびアウトオププレー 第8条プレーの開始およ

び再開，第5条主審，第 6条副審，および第 7条試合時間などに従ったc

③アウトオブプレーの出現要霞の種類は，前述の各条項に加え，第 10条得点の方法，第 11

条オフサイド，第 12条反射と不正行為，第 13条フリーキック，第 14条ペナルティキック，

第 15条スローイン，第 16条ゴールキック，および第 17条コーナーキックなどに従い，要因

工スローイン (TH)，要毘 11. 7 1)ーキック (FK)，要因 II1.ゴールキック (GK)，要菌

IV. コーナーキック (CK)などとし，さちに要因 V. その能 (OTH) として V-1.ゴール

イン (GI)， V-2. インジュリータイム (INJ)， V-3.警告 (C)，V-4.退場 (80)，V-5. 

選手交替 (SUB)， V-6. その他 (Oth)の6種類を一括した。

3)分析項目;インプレー及びアウトオププレ一時間とその比率。アウトオププレーの要因

別出現毘数及び所要時間とその比率。アウトオブプレーの時間亙分別生起率などとした。

111 結果

1 インプレーとアウトオブプレ一時間の比率

ロスタイムを除いた試合時間の龍半45分，後半45分，全90分のインプレーとアウトオプ

ヮ“



Table 1 Percentage and Time ofln-Play and Out-of-Play per Match 
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Fig. 1 Percentage of ln-Play and Out-of-Play 

Time 

Fig. 2 Average Time of each In-

Play and Out-of-Play 

プレーの 1試合当り平均時間について表 1および図 1よ乃みると， 98WCではインプレ一時

間は 54分 56秒の 61.0%であり，アウトオブプレ一時聞は 35分 04秒の 39.0%であった。

一方， 94WCではインプレ一時間;ま 57分 15秒の 63.6%であり，アウトオブプレー時需は 32

分 45秒の 36.4%であったo 98WC は94WCに対してインプレ一時間の比率が2.6%の小で

あり，逆にアウトオブプレ一時間の比率は 2.6%の大であったが宥意差はみられなかった O こ

れを前・後半別にみると，インプレ一時間では 98WCは1分 29秒，さらに 94WCは 1分 30

秒と再大会ともに前半に対して後半の減少であった。

インプレーの 1圏当りの持続時嵩を国 2よりみると， 98WCは29.6秒であり， 94WC lま

33.4秒であった。 98WCは94WCに対して 3.8秒少なく顕著に有意 (P<0.001) に小であ

ったc アウトオブプレーの 1冨当乃の所要時間では 98WCは 17.3秒であり， 94WC'ま17.8

秒であったc 両者辻ほぼ類同して有意差はみられなかった。

2 アウトオププレーの要盟加回数および、時間の生起率

1試合当りのアウトオププレーの要因別出現回数について表2および図 3よりみると， 98 

司
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Table 2 Factor of Out-of-Play per Match and its Occurred Percentage 

II III IV V V 0耳i

CoflaMssatifch ication Factor 百f F五 Gま CK 。百i VG-l I V-IN2J VC -3VS-G 4V5-153V0t-h 6 
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Fig.3 Percentage of Occurred Number of each Factor of Out-of-Play 

WCでは最も多いのは THの41.3匝の 34.0%であり，次いで FKの38.1匝の 31.4%の}lli

であり，最も少ないのは CKの9.6回の 7.9%であった。一方， 94WCでは最も多いのは FK

の35.9屈の 32.5%であり，次いで THの34.2回の 30.9%のJII震であち，最も少ないの辻 CK

の9.4国の 8.5号らであったっなお， THでは 98WCの34.0%は94WCの30.9%に対して約

3%多く有意 (P<0.05) に大であり特徴的であったむ

各大会内での要因別問の有意差では， 98WCおよび94WCの両大会ともに THとFKと

の間には有意差がみられなかったが，地の要国別問には両大会ともにいずれも有意差 (P

く0.05)がみられた。要菌 V. OTH のなかの V-1~V-6 の区分では，再大会ともに C の 3.9

~4.5 自の 3.2~4.1%が多く，次いで SUB の 2.6ι3.8 匝の 2.3~3.1% などが多かった。し

かし，これら要因 V.OTH のなかの 6 区分の各要因は南大会ともに 0.3~4.5 自の 0.2~4.1% 

と出環回数が少なく顕著に有意 (P<O.OOl)に小であった。

1試合当りの要国別所要時間では， 98WCの最も長いのは FKの 11分46秒の 33.69らであ

り，次いで OTH6分 55秒の 19.7%であった。 94WCでは最も長いのは FKの 10分 31秒

の32.1%であり，次いで GKの6分 42秒の 20.5%であった。最も短いのは両大会ともに CK

(98WC: 3分 43秒の 10.69ら， 94 WC: 3分 44秒の 11.4%)であった。

要因別の l目当りの所要時間について表2および、国4よりみると，最も長いのは OT豆 (98
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Fig. 4 Time per Action of each Factor of Out-of-Play 

WC: 30.2秒， 94 WC: 30.5秒)であり，次いで CK(98 WC: 23.1秒， 94 WC: 23.9秒)

であり，さらに GK(98 WC: 19.6秒く94WC: 20.8秒， Pく0.05)の頼であった。この G豆

では 98WCは94WCに対して有意に小であり特徴的であったc 最も短いの辻 TH(98WC: 

9.7秒， 94 WC: 10.2秒)であった。これら 5要因の順位は南大会ともに同じ傾向であっ

た。要霞 V.OTHのなかの V-1~V-6 のlR分では，最も長いのは INJ の 47.7~58.7 秒であ

り，次いで GI の 41.2~45.8 秒であった。最も短いのは Oth の 16.0~17.7 秒であった。こ

れらの}II貢位は南大会ともに同じ傾向であった。なお， GIでは 98WCの41.2秒は 94WCの

45.8秒に対して有意 (P<0.05) に小であち，逆に Cでは 98WCの20.3秒は 94WCの

18.2秒に対して有意 (pく0.05)に大であり特徴的であった。各大会内での要因別間の有意差

では， 98WCの FKとGKとの間には有意差がみられなかったが，イ患の要因別聞には両大会

ともにいずれも顕著に有意差 (P<O.OOl)がみられた。

3 アウトオブプレーの時間区分別生起率

アウトオブプレーの 1毘当りの所要時爵の時間豆分別出現由数の比率を密5よりみると， 98

WC および 94WC の両大会ともに最も多いのは 10~20 秒の 34.5% であり，次いで 10 秒未

満の 28.9~29.1%，さらに 20~30 秒の 23.3~25.0% であったc 再大会ともに最も少ないの

は 30 秒以上の 11ι~13.3% であった。各時間区分毎の再大会問で辻有意差はみられなかっ
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Fig. 5 Occurred Percentage of Division of Time at Out-of-Play 
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時間区分別に少しく詳細に要因別の南大会胃をみると，最も長いg分の 30秒以上では 98

WCの GK4.0%辻94WCの GK12.2%に対して顕著に有意 (pく0.001) に小であり特徴的

であった。なお， OTHのなかの INJでは 98WCの30秒以上が少なく (98WC: 66.7%く94

WC: 100%， Pく0.001)，逆に 20~30 秒では 98WC が多かった (98WC: 26.2% >94 

WC: 0.0%， Pく0.001)。

IV 考察

ロスタイムを除いたインプレーとアウトオブプレ一時詞の比率では， 1986年メキシコ (86

WC)， 1990年スペイン (90WC)， 1994 年 USA などの W 杯準決・三決・決勝30) の 57~70

%対 30~43% ， 1994年アジア大会男子24) (94AGM)の65%対 35%，1997年 W 杯アジア

地区最終予選32) (97 WA)の60%対 40%，1995~96 年 J リーグ31) の 59% 対 41% および

1996~98 年スペインリーグ33) (ESP)の57%対 43%などの報告がある。これらからも今屈

の 1998年 W 杯フランス大会決勝トーナメント (98WC)の61%対 39%は，先述の各大会

および、1994年 W 杯 USA大会決勝トーナメント (94WC)の64%対 36%などとほぼ類同

していると言えようっ

インプレーの 1回当りの持続時間では， 98WCの29.6秒はアジアの 97WA26.4秒および

日本の Jリーグ 25.3秒などに対して明らかに有意 (P<O.Ol)に大であったが， しかし 94WC

の33.4秒に対しては顕著に有意 (Pく0.001)に小であった。このことは 98WCの 1試合当

りのインプレーの出現回数の増大 (98WC: 114.4田>94WC: 103.0回， Pく0.05)による

ものと考えられようっ一方，アウトオブプレーの 1司当乃の所要時間では， 98WCの 17.3秒

は97WAの 16.6秒 (P<O.l)および、Jリーグの 16.4秒 (Pく0.01)などに討して大であっ

たが，しかし 86WCの 18.5秒および90WCの 18.8秒 (P<0.05)などに対してはふであっ

たむなお， 94WCの 17.8秒に対しでも小であったが有意差はみられず注自されよう c

図8よ持，インプレーの 1毘当乃の持続時間を少しく詳細に時開[R分別生起率でみると，

最も多い 30秒未満で辻 98WCの63.9%は約 2/3であったc これは 94WCの59.2%に対し
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て暁らかに有意 (pく0.01)に多く，逆に最も少ない 60秒以上では 98WCの12.8%は94WC

の 15.9%に対して有意 (pく0.05)に少なく特散的と言えよう。さらに 98WCでは，アジア

の97WAに対して 30秒以下は有意 (P<0.05)に少なく， 60秒以上では明らかに有意 (p

く0.01)に多く注巨されよう。なお， 30~60 秒では 3 大会ともに 22.6~24.9% と約 1/4 であ

与， 3大会は迂ぽ類同した。

以上のことより，今田の 98WCは94WCに対してインプレー時開およびインプレーの 1

毘当りの持続時間が楚く，アウトオブプレーの 1国当りの所要時間もわずかに減少している

ものと考えられよう。

アウトオププレーの要菌加出現盟数では， 98WC Iま比率の多い}II&に11立THの34%，2位

FKの31%， 31:立 GKの 15%であった。この}I[夏{立はアジアの 94AGM，97WA.sよぴ日本の

J 1) ーグなどの 1 位 T註の 34~39% ， 2 1:立 FK の 22~31%， 31立 GK の 14~18% と類再

し，世界の 86~94 WC および E8P などの 1 位 FK の 33~45% ， 2 位 TH の 23~319ら， 3 

f立 GK の 13~199らなどの様相と辻異なり特徴的と言えよう。

11:立の THでは， 98WCの34%(1試合当り 41田)は 97WAの34%(44毘)とは類関

したが， Jリーグの 39% (52 匝)に対して明ちかに有意 (P<0.01) に小であり，逆に 86~

94WC および E8P などの 23~31% (28~36 回)に対しては有意 (pく 0.05) に大であっ

た。 2{立の F豆では， 98WCの31% (38囲〉は Jリーグの 31% (41回)および97WAの

29% (39 @l)などとは類同したが， しかし 86WC， 90WC および E8P などの 35~45% (44 

~56 回〉に対しては有意 (P<0.05) に小であった。 3 1:立の GK では， 98WC の 15% (19 

回)は世界，アジア，日本ともに 13~19弘 (15~21 回〉と同じ禄棺であった。 4 位の OTH

のなかの V-l~V-6 の区分では， 98WC の INJ は 2% (3回)であり， ESPおよび、94WC

などの 1% (1司)に対して有意 (Pく0.05)に大であり特徴的と言えよう。なお， 1也の区分

の GI，C， 80， 8UB および Oth などの各々の出現田数は 0.3~3.2% (0.4 ~3.9 毘)であり，

従来の報告24)30-33)とほぼ一致していたc

以上のことより， 98WCはT註， F豆などの出現回数の比率は従来の W 杯とは様相が異な

るものと考えられよう。

1試合当りの要菌別所要時間では， 98WCは所要時間の長い}II真に 11:立 F互の 11分46秒，

21立OTHの6分55秒， 31:立 THの6分39秒であり，これは従来の世界の 1位 FK，2位

OTH， 3位 GKの様相とは異なり， GKの}J[夏位が下がり注目されよう。

要思別 1国当りの所要時聞の順位では， 98WCは所要時間の長い頗に 1位 OTHの30.2

秒， 2位 CKの23.1秒， 31:立 GKの 19.6秒， 41:立 FKの 18.6秒， 51:立 THの9.7秒であっ

た。これらの頬位は従来の報告24，30-33)と一致していたO なお，この 1目当りの所要時間の頼

位は，先述の要菌加出現回数の比率の頼位とはおおよそ逆の額向を示した。

要菌加 1回当りの所要時間では， GKの98WC19.4秒は 90WC 21.5秒， 94 WC 20.8秒，

E8P20.8秒および、Jリーグ20.5秒などに対して有意 (P<0.05)に小であり特徴的と言えよ

う。このことはルール改正「プレーの再開を遅らせることは警告となる違反J16)17)およびマル

円

i



チボール方式13)14)なとcの影響によるものと考えられよう。さらに OTHのなかの GIでも 98

WCの41.2秒は 86WC48.2秒および94WC 45.8 秒などに対して 5~7 秒の減少 (P<0.05)

であり注目されよう。逆に， Cでは 98WCの20.3秒は 94WCの 18.2秒に対して約 2秒長

く (pく0.05)，これは警告用イエローカードを毅然として示し，その後審判カードに確実に

記録している様が多く見受けられたことによるものと推察されよう。なお，他の TH，FK， CK 

などではほぼ従来の報告24:30~33) と一致していたc

アウトオブプレーの 1回当乃の所要時関の時間区分別生起率では， 98WCは 1 位 10~20

秒の 35%，2f_立は 10秒未満の 29%，3 位 20~30 秒の 25% ， 4f_立30秒以上の 11%であ

り，このJrI員f立は 86WC， 90 WC， 94 WCなどの様相と類同していた。なお，要因別でみると

GKの30秒以上では 98WCの4.0%は90WCの 15.0%および94WCの 12.1%などに対

して顕著に有意 (pく0.001) に小であり 先述のように所要時罰の短縮がみられよう。さら

にOTHのなかの INJでは， 98WC'ま 20~30 秒の 26.2% ， 30秒以上の 66.7%であり，従

前の 30秒以上要していた INJ(86 WC~94 WC: 80~1009ら)が短縮されて 20~30 秒の区

分に推移しているものと考えられようっ

V 要約およびまとめ

1998年 W 杯、サッカーフランス大会決勝トーナメント (98WC)の 16試合を収録した VTま

から，サッカ一試合中のインプレーとアウトオププレ一時間の比率およびアウトオブプレーの

要国別出現回数・所要時間とその比率などを検討した。結果は以下の通りである。

① ロスタイムを除いた試合時間 90分におけるインプレーとアウトオブプレーの 1試合当

り平均時間{比率)では， 98WC辻54分 56秒 (61.0%)対35分 04秒 (39.0%)であ

るc

② インプレーの 1試合当りの出環回数および1回当りの持続時間で辻， 98WCは約 111

国， 29.6手yである。

③ アウトオブプレーの 1試合当りの出現毘数および1回当りの所要時開では， 98WCは

約 121@]， 17.3秒である。

さじ アウトオププレーの 1試合当りの要盟関出現田数の比率では， 98WC は比率の高いも

のから JII買に TH34% (41回)， FK31 % (38国入 GK15% (19冨)， OTH 11 % ( 14 

回)， C玄8%(10毘)であり， THの増大 (pく0.05)およびFKの減少 (pく0.05)が

みられ，従来の W 杯とは異なる様椙である G

⑤ アウトオブプレーの 1試合当りの要国関所要時間では， 98WCの最も長いの辻 FKの

11分46秒，次いで、 OTHの8分 55秒， THの6分 39秒，さらに GKの6分担秒であ

り，最も短いのは CKの3分 43秒である。

@ アウトオブプレーの要因別 1回当りの所要時間では， 98WCは所要時間の長いものか

らJI震に OT耳30.2秒， CK23.1秒， GK 19.4秒， FK 18.6秒，さらに TH9.7秒であり，
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G互の所要時間の短縮 (P<0.05)がみられる。なお，この}Il員位と出現回数の比率の}I]貢位

とははほ逆の様相である。

会 アウトオププレーの時間豆分別の生起率では， 98WC の最も多いのはお~20 秒の 35

%，次いで 10 秒未満の 29%，さらに 20~30 秒の 25% であり，最も少ないのは 30 秒以

上の 11%である。

本研究の一部は平成立年度菅塚山学園特別研究費祷助金により行われた。
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